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Ⅰ今月の鳥はミサゴ

①ミサゴ タカ目ミサゴ科ミサゴ属

L 雄54㎝ 雌64㎝ 漢字名 鶚

学名 Pandion  haliaetus 英名 Osprey 

チェックリスト（Ⅱ）からわかるように、枚方淀川探鳥会ではタ

カの仲間でトビについてよく観察されているミサゴ、先月も観

察できました。

ミサゴは留鳥で餌が魚のため、内陸部では淀川のような大

きな河川、大きなため池などでもよく観察されている。

②大阪府のミサゴ➝
（大阪府鳥類目録 2016）

上述のように大きな川や池など、

大阪府のほぼ全域で観察されて

いる。

大阪府南部の湾岸に近い地域、

岬町・阪南町・貝塚市、そして

熊取町などに繁殖記録がある。

（詳細P4参照）

← ③ミサゴ 日本での繁殖状況

全国鳥類繁殖分布調査2016～2021年
（鳥類繁殖分布調査会 2021年）

ミサゴは左図のように全国で繁殖状況増えつつある。

同調査会によると、魚食の鳥は、1970年代を境に、それまで

の農薬汚染・水質汚染が徐々に減少したことで、回復してい

る。カワウ・ダイサギ・アオサギなど、大型の魚食の鳥同じ傾

向がみられるとのことである。

④世界のミサゴ分布図
真木・大西（日本の野鳥590） 2000年平凡社

日本に冬鳥として来ているスズガモの繁殖地が北極圏

にあることを初めて意識した。

スズガモの繁殖図を見て、他の鳥の分布図を見直した

所、マガン・コハクチョウなどの繁殖地も北極圏でした。

スズガモの越冬地は千島列島～日本列島、そして台湾

及び中国南部などの沿岸部でした。

明けましておめでようございます。
今日は、そして本年も良き鳥との出会いを楽しみたいと思っています。
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

スタート地点で関西医大の文字盤にいたハヤブサを見てスタート、

裏側（河川敷）へ回って２羽（ペア）で観察した。猛禽類がハヤブサの他、

チョウゲンボウ、ミサゴ、ハイタカ、トビ、そして探鳥会初記録のツミと6種も観

察できた。淀川本流ではキンクロハジロの大群（カウント数256羽）、ハシビロガモ、オカヨシガモ、ホシハジロ、スズガモ、カワアイサと7

種確認したが、ヒドリガモ、マガモ、コガモは出なかった。冬の小鳥はツグミ、ジョウビタキ、シメ、ベニマシコ、アオジは出たが、タヒバリ

は確認できなかった。

毎年恒例の「淀川寛平マラソン」淀川河川公園（枚方地区）で開催されていたが、コースが例年と違って下流側に設定されていたこと

から、探鳥会には影響なかった。参加者が39名と多かったが、晴天で風のない探鳥日和となり、ゆっくり鳥を観察することができ、トー

タル47種の鳥が確認することができた。

Ⅲ 先月(12/7）探鳥会報告
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Ⅳ 次回は2月４日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

冬鳥が勢ぞろいして迎えてくれると思います。。

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みく

ださるようお願いします。

シメ （20251207） ツグミ(20251207） モズ（20251207）
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Ⅴ希少鳥類の生息調査報告⑱ 2013年度 大阪希少鳥類研究グループ

大阪府内のミサゴ繁殖について報告を探していた所、故小海途銀次郎氏が2013年度報告にミサゴの過去の調査結果が記載されて
いましたので、ご参考までに添付します。
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